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風邪やインフルエンザが流行る季節となりました。風邪やインフルエンザなどの咳や

くしゃみの中には大量のウィルスが存在しており、空気や手指を介して感染は拡がって

いきます。高齢者の場合、風邪やインフルエンザは重度化しやすく、治ったあとも、もとの元

気を取り戻せない危険があります。風邪やインフルエンザから身を守り「かからない」「う

つさない」を心がけていきましょう。 

 

【インフルエンザウィルスの感染経路】 

●咳やくしゃみと共に放出されたウィルスを吸いこむことによって感染します。 

 ●ウィルスが付着したものを触れた後に目、鼻、口などに触れることで粘膜、結膜な 

どを通じて感染します。 

 

環境表面のウィルス  

  

 

手指   

 

 

鼻腔・粘膜に付着  

 

 

体内に侵入 
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支援は御“縁”から“始”まります。私たち４人の支援専門員が“縁”あって支援をさせていただくこ

とから『支援→始縁だより』と名づけました。 

●インフル 

エンザの 

予防接種は 

 お早めに!! 

 


